
認知症カフェ）準備の整った場所より再開しています。詳しくはケアプラザまでお問い合わせください。

入口に検温と消毒の場所と受付カウンターにビニールシートを設置しました。

※ご来館の際はマスク着用のご協力をお願いします。

包括支援センター相談業務 9時～17時
（来所の際は事前にお電話等で

ご連絡のうえお越しください。）

※17時以降はお電話にてご相談ください。

ご利用にあたって、事前に登録団体代表者様とチェックシートをもとに面談を行い準備のできた団体よりご利用
いただいています。

職員は検温、マスクの着用、手洗いうがい、手指消毒を徹底し
朝夕の館内消毒、定期的な館内の換気を行っています。
またご利用後の消毒も行っています。

申込み・問合せ 中屋敷地域ケアプラザ ３０３－８１００

来館時、職員が検温をおこないます。

よこはまウォーキングポイントリーダーの開設は9時～17時です。

社会福祉法人 誠幸会
横浜市中屋敷地域ケアプラザ
横浜市瀬谷区中屋敷２－１８－６
所長 守屋龍一
TEL ０４５－３０３－８１００
FAX ０４５－３０３－８１ １ １

臨時特別号

ケアプラザの利用が始まっています。

ホームページにて中屋敷ホームエクササイズ
中屋敷ホームストレッチの動画を公開しています
ぜひチェックしてみてくだい！

中屋敷地域ケアプラザ

施設貸出について

○貸館時間 午 前 枠 10時00分～12時00分
午後１枠 12時00分～14時30分
午後２枠 14時30分～16時30分
※夜間の利用は事前登録制になります。

○利用人数は定員の半分または一定の対人距離を
確保するなど人数や利用目的により
一部制限があります。

横浜市の対応方針に基づき対応しています。詳しくは地域活動交流までお問い合わせください。

新型コロナウィルス感染拡大防止対策のため地域の皆さまにはご不便をおかけしておりましたが、横浜市からの
決定事項に基づき徐々に再開しています。

中屋敷地域ケアプラザの“新しいカタチ”

デイサービスでは職員のマスク着用、消毒等の他、ご利用者様のこまめな体調チェック等感染防止を徹底しています。

居宅介護支援（ケアマネジャー）は訪問時マスク着用、消毒やこまめな体調チェック等をしています。



新型コロナウィルス感染拡大防止対策のためさまざまな地域活動を休止していただいてましたが、
ケアプラザでは横浜市からの決定事項に基づき徐々に再開できるよう、地域の皆さまのご相談を
お受けしています。

「３つの密を回避した地域活動の再開にあたってのチェックシート」をご利用ください！
地域のサロン、シニアクラブなど、準備のできた場所が様々な工夫をして活動を再開できるよう
中屋敷地域ケアプラザと瀬谷区社協などがお手伝いします。

熱中症に気を付けて！
〇暑さを避けましょう！
室内では扇風機やエアコン、すだれなどを利用しましょう。
屋外では日傘や帽子、日陰の利用など心がけましょう。

〇こまめな水分補給を！
屋外はもちろん、室内でもこまめに水分、塩分、スポーツドリンクなどを
補給しましょう。

〇マスクの着用について
暑い日、屋外でのマスクの着用については人との距離が保たれて
いれば外しても大丈夫と言われています。
状況に応じて無理のないようにしましょう。

チェックシートには
・感染防止のための3つの基本
・3つの密
・日常的な健康状態の確認
・清掃について
などのチェック項目があります。
この他に参加者などの名簿を作成しています。

※チェックシートをご希望の方はケアプラザまでお気軽にご相談ください。
ホームページからも印刷できます。

地 域 活 動 に つ い て

6月入職ケアマネジャー紹介

機材貸出について

カローリング、ラダーゲッター、ガラッキー等々の貸出器材の申込みも再開されました。
3密を避けるなど工夫してご利用ください。使用後の消毒もお願いします。

久木と書いてくのぎと読みます。
珍しい名前ですが覚えてもらえると
嬉しいです。
どうぞよろしくお願いします！ 久木 崇



地域活動再開に向けた参考として、ご活用ください。　

「3つの密を回避」した地域活動の再開例

受付方法

①参加者は自宅を出る前に体温を測定し、発熱(平熱より１℃高い)・咳・咽・頭痛など風邪症状がある場合には活動

  への参加を控える。

②全員マスク着用。マスク着用で実施できない活動は自粛する。

③来館時、手洗い（または消毒）を徹底する。

会場準備

①不特定多数が接触する場所は、事前・事後に清拭消毒を行う。

　（ドアノブ、手すり、電気のスイッチ、テーブル、トイレ内、貸出物品、共用備品等の接触頻度の高い場所を活動開始など）

③使用する会場の注意事項が守られている。（集会場や活動拠点の利用条件を確認しましょう。）

スタッフについて

①ボランティアが多い場合には、1回の協力人数を決め、スタッフが密にならないようにする。

②活動前に、ボランティアの役割を決めて、同じ作業をみんなでやらないようにする。

③持病があるなど、体調面で心配のあるボランティアさんは、無理のない範囲で活動するか、活動を自粛する。

②共通のタオルは使用しない。使い捨てのペーパータオルなどを活用する。

⑤参加者名簿（氏名・連絡先・最近の体調）の記入（受付担当者が記入、その日の参加者を把握しておく）

④1時間に2回以上、換気を行う。

④参加者の健康チェック（咳の有無や風邪症状、発熱の有無などの体調について）

②体操など、体を動かすプログラムの場合、運動に体を慣らすプログラムから始めるなど過度の運動とならないよう、

　 参加者の体力を考慮してスタートする。

③おしゃべりの時間を短縮したプログラムを取り入れる

（演芸等の出し物、モノづくりなど、一方向を向いて活動できるプログラムなど）

①茶話会の場合、一緒に食べることは避ける。　水分は各自持参か、ペットボトルを配布する。

　サロン等でお茶を出す場合は、紙コップが望ましい。

④レクリエーション用具の利用の場合、一つのものを大勢で使い回すことは望ましくない。

　利用する場合は、手袋着用か、一回ずつ消毒を行う。

（ケアプラザ等の貸し出し備品の場合は、使用の条件を事前にケアプラザ等に確認してください。）

③テーブルで向き合う際は、正面にならないよう交互に座る。

⑤参加人数が多く、ソーシャルディスタンスが保てない場合は、参加者を2部に分ける、または屋外の活動（青空サロン）

   に切り替えるなどの工夫を検討する。

プログラムについて

ソーシャルディスタンス（距離の取り方）

①参加者が玄関に密集しないよう、スタッフが整理する。

②座る間隔をあける（大人が両手を広げた距離程度は最低限空ける）。

⑥お金の授受がある場合、直接手が触れないように配慮する。

（参加費を入れるボックスを作る、お釣りが無いように用意いただくなど）

新型コロナウィルス感染症の拡大を防止するため、厚労省が示す新し生活様式に基づき、地域活動再開の活動例をまとめました。
100％感染防止対策を行うことは難しいですが、消毒、マスクなど参加者、スタッフがお互いを気遣い、今できることに取組み
ましょう。

こんな心配があったら、ご相談ください。

〇プログラムの講師を紹介してほしい 〇参加者が急激に減ってしまった

〇これまでの活動場所が利用できない 〇再開後の活動に来なくなった人のことが心配 等

【お問い合わせ】 横浜市中屋敷地域ケアプラザ 電話：０４５（３０３）８１００
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地域活動の再開にあたってチェックシート

・参加者名簿を作成できる

　活動日ごとの名簿を整備し、名簿には、氏名・電話番号・体調等を記録すること

　名簿の情報が保健所へ提供される場合がある旨を事前に周知すること

　個人情報の取扱いに十分注意し、参加者名簿（個人情報）を適切に管理することが

　できる

・不特定多数が接触する場所は、清拭消毒を行うことができる

　ドアノブ、手すり、電気のスイッチ、テーブル、トイレ内、貸出物品、共用備品等の接触頻度の高い場所を

活動開始、終了時に消毒を行う

感染防止のための３つの基本　　①身体的距離の確保、②マスクの着用、③手洗い

・人との間隔は、できるだけ２ｍ（最低、大人が両手を広げた距離程度）空けることができる

・座席は、可能な限り真正面を避け、真向かいにならず互い違いにできる

・参加者は症状がなくても〝正しく”マスクを着用している

・入退室時に手洗いを丁寧に行うことができる（手指消毒薬の使用も可）

・３つの密（密集、密接、密閉）を回避する行動について全員に周知し、徹底できる

３つの密（①換気の悪い密閉空間、②多くの人が密集、③近距離での会話や発声）の回避等の徹底

・状況に応じて、屋外での開催や分散開催等の工夫について検討できる

・手指用の消毒液・備品用の消毒液・手袋・使い捨てのペーパータオルなどの備品が用意されている

清掃等について

・換気を毎時２回以上できる

（風に流れができるよう、2方向の窓を１回数分間程度で全開にする）

・自宅を出る前に体温を測定し、発熱・咳・咽頭痛など風邪症状がある場合には、

　活動への参加を控えることが徹底できる

・全員の体調（咳の有無や風邪症状、発熱の有無等）を確認する

日常的な健康状態の確認

・共通のタオル・フキンは使用せず、使い捨てのペーパータオルなどを使用する

■活動を再開する前に、以下の項目をチェックしてみましょう。

■項目の中には、対応できないものがあるかもしれません。その内容については、団体で十分
話し合いを行い、出来る限り感染防止の工夫をしましょう。

■活動再開にあたって、地域ケアプラザ、瀬谷区社会福祉協議会がご相談に応じます。


